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抗Dnmt3b 抗体、ウサギポリクロ , ChIP grade            
 

70-206   100ug          
 

脊椎動物の染色体DNAではCpGと並ぶ配列のCの5位がしばしばメチル化修飾されている。このメチル化修飾

は組織特異的な遺伝子の発現、遺伝子刷り込み、X 染色体の不活化、複製のタイミング、癌化など様々な生命現象に

重要な役割を担っている（エピジェネティックス）。 DNA メチル化酵素 Dnmt3b (DNA 

(cytosine-5-)-methyltransferase 3b) はメチル化パターンの維持よりもde novoメチル化に寄与していると考えられ

ている。この酵素は核に局在し、その発現は発生段階的に制御されている。Dnmt3b 遺伝子に変異が起きた疾患は

immunodeficiency-centromeric instability-facial anomalies (ICF) syndrome として知られる。 

この抗体は大阪大学田嶋教授により作成された（文献2~4）。 
 

用途: 

1) ウエスタンブロッティング (1,000倍希釈) 

2) 免疫沈降 (1,000倍希釈),。ChIP assaysに適する。 

3) 間接免疫蛍光染色 (1,000倍希釈) 

4)   免疫組織化学 (1,000倍希釈) 
 

抗原: 高度に精製されたリコンビナント マウス Dnmt3b (アミノ酸No. 1-181) (accession no. AF068626） 
 

製品: リコンビナントDnmt3b でaffinity精製した IgG 
 

反応特異性: マウス、ラット、ヒト 
 

形状: 1 mg/ml in PBS, 50% glycerol, 0.05% sodium azide (微量のammonium sulfate) 
 

保存: -20℃ (長期は -80℃) 
 
データリンク:   UniProtKB/Swiss-Prot O88509 (DNM3B_MOUSE) 
 

文献: この抗体は文献2~4においてウエスタンブロッティングおよび免疫組織化学に用いられた。 
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3. Watanabe D et al “Stage- and cell-specific expression of Dnmt3a and Dnmt3b during embryogenesis” 

Mechanisms of Development 118: 187-190 (2002) PMID: 12351185 
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ウエスタンブロッティングおよび免疫組織化学のデータは次ページに示している。 

 

関連製品: #70-201 Anti-Dnmt1 (1-248) antibody, affinity-purified (rabbit polyclonal) 

       # 70-203 Anti-Dnmt1 (1037-1086) antibody, affinity-purified (rabbit polyclonal) 
 

                                                                                         次ページへ 
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図１ Dnmt3bのウエスタンブロッティング 

マウス胚ステージE7.0-E16.5におけるDnmt3b発現量をウエスタンブロッティングにより調べた。 

胚は0.1% SDS存在下でsonicationまたはhomogenizationにより可溶化した。10ug（蛋白量）の各ステージ胚に

おいて、この抗体を用いたウエスタンブロッティングを行ったところ、Dnmt3b は E7.0 胚において発現量が多か

ったが、その後減少し、E10.5より後では検出できなかった。 

また、Dnmt3b アイソフォーム (3b1, 3b2 と 3b3)を293T細胞にトランジエントに発現させたところ、これらの

アイソフォームはこの抗体によって検出可能であった。 

 

図2 マウス胚におけるDnmt3b発現量を免疫蛍光染色により調べた。 

ステージE4.5, 5.5 ,7.0のマウス胚をcold acetone固定し、この抗体およびDAPI(青)で染色した。ALEXA568 (赤)と

結合させた抗ウサギIgGを2次抗体として用いた。ICM (the inner cell mass)は矢印で、trophectoderm (T)は矢頭で

示している。epiblast (E)、embryonic ectoderm (EE)と extraembryonic region (EX)は四角の括弧で示している。

Dnmt3bはステージE4.5-7.0において存在し、E4.5ではICMに、E5.5ではepiblastに、E7.0ではembryonic ectoderm

に局在した。 
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